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なんと“家畜のえさ”に生まれ変わるんです！なんと“家畜のえさ”に生まれ変わるんです！
　大田区立の小・中学校で出される給食では、調理のときに野菜・果物をむいた皮や　大田区立の小・中学校で出される給食では、調理のときに野菜・果物をむいた皮や卵卵
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の生ごみ、また、給食の食べ残しによる生ごみが出ています。の生ごみ、また、給食の食べ残しによる生ごみが出ています。
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していました。その量は年間600していました。その量は年間600
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にやさしい食品リサイクルを行っています。にやさしい食品リサイクルを行っています。
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するよりもするよりも
お金がたくさん必要になってしまうんだ。だお金がたくさん必要になってしまうんだ。だかから、「食べ残し」など、ら、「食べ残し」など、
ごみは出さないようにするのがイチバごみは出さないようにするのがイチバンンなんだね！！なんだね！！
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がかかってしまうんだ！！がかかってしまうんだ！！
大田区の小学校で3,000万円以上大田区の小学校で3,000万円以上※2※2、中学校で1,500万円以上、中学校で1,500万円以上※2※2がリサイクルがリサイクル
ににかかってしまう計算になるんだ。すごい金額だね！！かかってしまう計算になるんだ。すごい金額だね！！

給食調理のときに野菜の皮や給食調理のときに野菜の皮や卵卵
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などの “ 調理くず ”や “ 食べ残し”などなどの “ 調理くず ”や “ 食べ残し”など
の生ごみが出ます。の生ごみが出ます。
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生ごみを集めて、工場に運びます。生ごみを集めて、工場に運びます。生ごみを加工して生ごみを加工して飼飼
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大田区の給食リサイクルや食品ロスを減
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らす取り組みについて、くわしく知りたいという人は、こちらまでお問い合わせください。
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　電話：03-5744-1625　ファックス：03-5744-1532　E-MAIL：kan-kei@city.ota.tokyo.jp
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